
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究内容：  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所属： 釧路工業高等専門学校 創造工学科（建築学分野）

研究タイトル： 北海道東部における近代建築史 

氏名：  西澤 岳夫/NISHIZAWA Takeo E-mail： nisizawa@kushiro-ct.ac.jp 

職名： 准教授 学位： 博士（工学）、一級建築士 

所属学会・協会： 一般社団法人 日本建築学会 

キーワード： 日本近代，明治，大正，昭和初期，保存と再生，歴史的建造物，伝統的町並み，文化財 

技術相談 

提供可能技術： 

・古建築調査，街並調査 

 

提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 

実測道具一式  

  

  

明治から昭和初期にかけて建てられた歴史的建造物や、当時の街並みに関する調査・

研究を行っています。主な調査・研究対象地域は北海道東部。また、これら歴史遺産の保

存と再生のあり方について、どのような考え方があるか、模索を続けている毎日です。 

・街並探訪（街を歩いていると色々な出会いがあります） 
・実測調査（当時の技術やデザインを記録に残し後世に伝えます）

・聞き取り調査（歴史的背景や思い入れ価値の発見に繋がります）

・文献調査（歴史資料に裏付けられた価値の発見に繋がります） 

歴史遺産と呼ばれるものには工芸品や美術品などを含め様々な種類があると思います。

その中でも、建築は現実に日常生活が繰広げられている町並みの一部を構成しており、多

くの人々の記憶の中で共有の財産となっているのではないでしょうか。こうした建築を調

べ、評価することが、地域独自の魅力の発見や創造に繋がるものと思います。これからは

近代に関わらず、近世や現代建築へもその関心を向けて行きたいと考えています。 

 

潜在的な歴史遺産 

魅力あるまちへ 


